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Touch in the Nursing
Toshie Nanbu*, Yuko  Yamamoto*, Satoko Kojima* and Hisami Yashiki*
* Aino University
, Faculty of Nursing and Rehabilitation
Abstract
   The touch of the object person who used own a hand in nursing is used in much support scenes. A touch is 
effective in a relaxation effect or the palliation of uneasiness, sharp ain, and, besides, the nurse can grasp a state 
and the feelings of the person of object by being involved more, and care deepens by the interaction. 
   The hormone of oxytocin is secreted from the posterior lobe of involved by touching in recent years, and it has 
been understood to increase these ffects. However, I tend the touch in the nursing to be performed based on the 
experience of each nurse, and proof of enough evidence is not yet done. 
   I want to gather it up about an effect and the significance of the touch to reject for nursing this time.
Key Words : nursing, touch, relaxation
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〔論 説〕
看護 にお ける タッチ
南 部 登 志 江*,山 本 裕 子*,小 島 賢 子*,屋 敷 久 美*




近年になって,タ ッチすることにより脳下垂体後葉よりオキシ トシンというホルモ ンが分泌さ
れ,こ れらの効果を増大させていることが解ってきた。 しか しまだ看護におけるタッチは各看護
師の経験に基づいて行なわれる援助が多 く,十分なエヴィデンスの証明がなされていない。
今回,看護におけるタッチの効果 と意義についてまとめていきたい。
キ ー ワ ー ド:看 護,タ ッチ,リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン
1.は じ め に


















































な影響を及ぼしてお り,人 との関係や自分 を大切に思
う自尊感情へ も影響を及ぼすほどに重要なものである。




















































太湯 ら9)は,健康な成人8名 に対 し5分間の足底へ








心理的反応指標 として体温 ・脈拍 ・血圧 ・唾液 アミ
ラーゼ,体表温度を測定 した。その結果前胸部,右 前
腕部,右 外躁部の体表温度が実施直後,30分後,60





大川 ら11)は,健康 な20～30歳代女性11名に対 し
右上肢に10分間のタッチを行い,タ ッチ前後に血圧,





の患者 に対 し,手 ・足 ・背 中のうち希望する部位 に,
片手10分,片足10分,背 中10分を目安にタッチを
行なった結果,実 施前 には 「不眠」,「痛み」,「倦怠




















して手,足,足 底,背 中,頭 などで研究されているが,
どの部位やその組み合わせが最 も効果があるかという
研究はまだなされていない。また実施する時間もまち
まちであ り,タ ッチによる効果が見 られるために必要












ところ」が多 く,手技 としては 「マ ッサージ」,「さす







ても看護師が タッチを行 うことで痛みが緩和 したり,














4)コ ミュニケー ションと しての タッチ
浅井 ら16)は介護老人保健施設に入所す る対象者と
看護師の相互作用場面を観察 し,フィール ドノー トに
記録 した。そしてタッチが行なわれた場面での対象者
と看護師双方の言動,表 情,雰 囲気及び場面の展開に






母 さんが よしよしってする感 じが した」,「優 しさが伝
わった」,「元気をもらった」,「終わった後 もじわっと
温かかった」,「雑音 も気 にならな くなった」,「嬉 し
かった」などの回答があったと述べている。






















温 を調節するなどの働 きをするとともに,多 くの感覚



















相手の状態や変化 をさらに細か く感 じることができ,
相手に合わせたタッチとなってい くのである。またそ







下,子 どもの成長促進,他 者との相互的なかかわ りな
どの効果を示すなど,オキシ トシンの注射をしたとき
と同様の結果を示 し,さ らにこの効果はタッチ刺激や
注射の繰 り返 しで維持されると報告 している。またオ
キシ トシンは,出産や授乳以外にも多 くの働きがあ り,

























使 う必要がなくいつでもす ぐに援助で きることなどか
ら,タ クテ ィール ・タ ッチRは,高 齢者や 障害児,
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リラックス し,よ く眠れた,痛みが緩和 したなどの回
答がみられている9-12)。





部位は背部 と両足,足 底,上 肢,肩 などとさまざまで





























たタッチのあ り方について追求 してい く必要がある。
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